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ま え が き 

 

 不登校児童生徒への支援については，学校や関係者において，様々な努力がなされてきたところ

ですが，本県の不登校児童生徒数は，依然として高水準で推移しており，様々な悩みを抱えて学校

に通えない児童生徒への支援が，早急に求められています。 

 

  不登校は，多様な要因や背景により，結果として不登校状態になっているというものであり， 

その行為を「問題行動」と判断せず，どの児童生徒にも起こり得るものとして，共感的理解と受容

の姿勢を持って接することが重要です。また，100 人いれば 100 通りの状況が考えられること 

から，個々の児童生徒の状況把握に努め，一人一人に応じた支援を学校，家庭，関係機関が連携 

して，組織的・計画的に行っていく必要があります。 

 

 学校は，全ての児童生徒が安心して楽しく生活を送ることができる場でなければなりません。 

そのためには，児童生徒にとっての「心の居場所」をつくるとともに，充実感や達成感を味わえる

ようにすることが大切です。不登校児童生徒への支援に際しては，児童生徒が自らの進路を主体的

に捉えて，社会的に自立することができるような支援を進めていく必要があります。 

 

  県教育委員会では，各学校が，児童生徒にとって安心して楽しく学ぶことができる魅力ある学校

づくりや不登校児童生徒に対する効果的な支援を推進していくために，教育相談・不登校支援の 

専門的な教育機関である千葉県子どもと親のサポートセンターを中心に，不登校の未然防止，初期

対応，自立支援等，様々な実践例を網羅的にまとめ，現場の教職員の不登校支援に関する道標と 

なるような教職員向け支援資料集を作成いたしました。 

 

 本支援資料集が，各学校における魅力ある学校づくりの推進，不登校支援や支援体制の充実， 

そして，教職員の指導力向上の糧となり，不登校で悩む児童生徒が適切な支援・助言を受け，改善

されていくことを心から願っています。 

 

 最後になりましたが，千葉県版不登校児童生徒の支援資料集の刊行に当たり，御尽力いただき

ました作成委員の皆様方に対し，厚く感謝申し上げます。 

 

 

  平成 30 年 3 月 

                                      千葉県教育委員会教育長 内藤 敏也 
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